
 

 

 

 

 

 

 市民と行政が共同して「ヒバク
シャ国際署名」を取り組んでいる
笠岡市からこれまで 
に集約された署 
名７６３８筆が 
県原水協事務局 
に届きました。 

岡山県原水協は 7 月 6
日、7 月度（第 94 回目）
の 69行動を行いました。 
岡山駅西口さんすて前の

広場で行われたこの日の行
動には、新婦人県本部、岡山
支部、県民医連、岡山高教
組、自治労連県本部、岡山県
民医連、県医労連、共産党県
委員会、同地区委員会の９ 

団体と中尾代表が参加しました。中尾代表は
「国連加盟の 6 割を超える国々の参加で条約
交渉が行われており、採択される状況を迎えて
います。『ヒバクシャ署名』でこれを確かなもの
にしましょう」と訴え、共産党垣内京美さんは
「人類が作り出した核兵器を人類の手で廃絶
する展望が開かれてきました。廃絶に向けさら
に署名を国連に届けましょう」と訴えました。 

昼休みの行動でしたが 56筆の署名が寄せられ

ました。 

ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶
国際署名「ヒバクシャ国際署名」にこのたび再選
された美作市の萩原誠司市長が署名を寄せられま
した。また新見市議会では選挙後の議会でえらば
れた中田康豊臣議長が署名をされました。 

県原水協は国連会議に日本政府が参加し、条約実
現に努力するよう自治体意見書をあげる取り組
みを 3月議会、6月議会と取り組んできました。
津山市、美作市、真庭市 鏡野町が 6月議会で請
願を採択。この結果 3 月議会と合わせ笠岡、井
原、浅口、奈義、和気、吉備中央、久米南、里庄、
早島の 14市・町議会で意見書が採択され、政府
関係機関へ提出されました。 


